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浜松の埴輪をみて ,かたる
解説・案内　鈴木一有、井口智博（浜松市文化財課）

静岡県考古学会西部例会担当
  渡邊武文（磐田市教育委員会文化財課）
  田村隆太郎（静岡県埋蔵文化財センター）

静岡県考古学会西部例会‐2013 夏

平成 25 年８月 31 日（土）

浜松市・市民ミュージアム浜北 歴史資料館
（浜北文化センター２階）浜松市浜北区貴布祢 291-1
                       053-586-7310

【アクセス】
電車…遠州鉄道西鹿島線「浜北駅」下車、徒歩 5分
 車 …東名「浜松 IC」／新東名「浜松浜北 IC」から約 15 分 

参加無料、申込不要14:00 ～ 16:00

　浜松市では、二本ヶ谷積石塚群の県指定史跡の指定を記念して、企画展「浜松の渡来文化と

埴輪群像」が開催されています。積石塚群の遺物のほか、郷ヶ平古墳群や辺田平古墳群の埴輪

など、５世紀代を中心とした古代文化を物語る浜松市内の出土品が展示されています。

　そこで、今回の例会を下記のとおり開催いたします。企画展の会場にて、くわしい解説と案

内のもとで埴輪を中心に展示品を見学し、さらに、近年調査した郷ヶ平３・６号墳の出土埴輪

を詳細に観察することができます。

　広く皆様にご参加していただきたく、ご案内申し上げます。

郷ヶ平古墳群出土埴輪等見学会


